
拉致問題に関する作文コンクール2026
募集要項

若年層に対する啓発の一環として、全国の中学生及び高校生に対し、作文の執筆を契機とし拉致問題について学び、理解を深めてもらうとともに、拉致問題
解決のために自分に何ができるのか、何をすべきかについて深く考える機会としてもらうことを目的とし、「拉致問題に関する作文コンクール」を実施する。

コンクールの趣旨

＜注意事項＞
（１）応募作品は、自作未発表の作品に限ります。他者の作品や他のコンクールなどで発表済みのものは応募できません。また、ＡＩを利用した文章作成も禁止です。その他、盗作などの不正が確認された場合、
　　入賞後であっても受賞を取り消す場合があります。
（２）本コンクールの応募に際して提供された個人情報は、コンクール運営に必要な範囲に限り使用します。目的外での利用や第三者への提供は行いません。
（３）応募作品の著作権（展示・冊子化・ＷＥＢ公開等を含む一切の権利）は、応募をもって主催者に無償で譲渡されるものとします。応募作品は返却しませんので、必要な場合は応募前に控えをお取りください。
（４）受賞者の発表は１２月頃を予定しております。応募状況、審査内容、選考過程などの非公表事項に関するお問い合わせには一切お答えできません。公表可能な範囲内でのみお答えいたします。
（５）入賞作品は、主催者が必要と判断した場合、趣旨を損なわない範囲での修正を行った上で、公表・掲載等を行うことがあります。あらかじめご了承ください。
（６）入賞者の氏名、学校名、学年等は、主催者のホームページ、広報資料等において公表いたします。
（７）その他、本項に定めのない事項については、主催者の判断により決定します。

応募規定

※郵送または電子メールで応募する場合は、必ず応募票を作成の上、
　添付してください。

応募は自作未発表の作品に限ります。

日本語 または 英語

日本語の場合「１２００字以内」、英語の場合「５００words程度」

応募言語

字数制限

応募様式

郵送（送料自己負担）、電子メール、
ＷＥＢ応募フォームからの応募応募方法

制限事項

直筆原稿、電子ファイル等

拉致問題に関する各種コンテンツ等を通して、拉致問題について学び、理解を深めた上で、自分なりの考えや意見、感じたことなどを具体的に表現した
作文を募集します。作品のタイトルは、応募者自身が自由に決定してください。

作文のテーマ

『拉致問題』に関する内容 ２０２６年９月１８日 金曜日
応募締め切り

※消印有効

応募部門/応募資格

①日本国内にある中学校、義務教育学校（後期課程）、中等教育学校（前期課程）及び特別支援学校（中学部）に在学する生徒
　並びに外国人学校に在学する者で中学生に準ずる生徒
②日本国外にある、日本国内の中学校と同等の教育を行う日本人学校等に在学する生徒

①日本国内にある高等学校、中等教育学校（後期課程）及び特別支援学校（高等部）に在学する生徒
　並びに外国人学校に在学する者で高校生に準ずる生徒

中学生部門

高校生部門
②日本国外にある、日本国内の高等学校と同等の教育を行う日本人学校等に在学する生徒

問い合わせ先 電話番号 ： 03-3581-8898 （内閣官房 拉致問題対策本部事務局 政策企画室 作文コンクール担当）
受付時間 ： 午前１０時～午後６時まで （土日祝日を除く）

※件名に【作文コンクール応募】と
　記載してください

2 メール応募先 3 WEB応募先
g.rachi@cas.go.jp

1 郵送応募先
〒100-8968  東京都千代田区永田町1-6-1
内閣官房 拉致問題対策本部事務局
政策企画室 作文コンクール担当

応 募 問 い 合 わ せ 先

https://www.rachi.go.jp/jp/shisei/sakubun.html

拉致問題に関する作文コンクール2026

北朝鮮人権侵害問題啓発週間関連事業



作品の応募に関する補足事項

あらかじめ以下の様式に基づいて作品データを準備の上、
応募フォームの入力へお進みください。

学校単位（団体）で応募する場合、学校内であらかじめ作品
を選定の上、選定作品のみの送付とすることも可能です。
その際は、応募票の「総作品数」欄に、未送付作品を含む
学校全体の応募総数を記入の上、作品とともに送付して
ください。

電子メールで多数の作品を応募する場合は、事前に御連
絡ください。アップロード専用リンクを案内します。

❷郵送・電子メールによる応募 ❸WEB応募フォームからの応募

［参考］拉致問題に関するコンテンツ

北朝鮮による
拉致問題

❶作品の様式について

記載例（日本語作品の場合） 記載例（英語作品の場合）

応募作品の冒頭に「タイトル」「学校名」「学年」「氏名」を記載してください。

※本記載例はあくまで例示であり、学校ごとに指定の様式がある
　場合はそちらを優先してください。
　ただし、様式に関わらず「タイトル」「学校名」「学年」「氏名」は
　明記してください。
　（欄外への記載でも構いません。）

※作品の内容を十分に判読できる状態としてください。

拉致問題
解説動画

広報・啓発資料
一覧

データ形式

ファイル名
※作品が複数ある場合は、番号を付してください。
正式な学校名_番号

「Word」「PDF」「画像」など、形式は問いません。


